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一般会計歳入　81億9,451万円

町税

4億7,447万円

（5.8％）

地方交付税

34億3,333万円

（41.9％）

町債

17億7,195万円

（21.6％）

国庫支出金

13億2,585万円

（16.2％）

県支出金

3億6,341万円

（4.4％）

自主財源
10億5,611万円
（12.9％）

依存財源

71億3,840万円

（87.1％）

歳入総額

81億

9,451万円

分担金・負担金
1,774万円
（0.2％）

諸収入
9,673万円
（1.2％）

地方譲与税等
9,469万円
（1.2％）

交付金等
1億4,917万円
（1.8％）

使用料・手数料
6,626万円
（0.8％）

財産収入
3,312万円
（0.4％）

寄附金
2,310万円
（0.3％）

繰越金
1億9,564万円
（2.4％）

繰入金
1億4,905万円
（1.8％）

各種事業を実施
するための県か
らの負担金や補
助金。

道路の開設や公
共施設の建設な
ど、大きな事業
を実施するとき
に借りる資金。

令
和
３
年
度
決
算

令和３年度一般会計・各特別会計決算を認定

町債（借金）現在高71億  247万円（対前年１億3,465万円増）   

基金（貯金）現在高92億8,381万円（対前年１億　332万円増）   
一般

会計

各種事業を実施
するための国か
らの負担金や補
助金。

　９月定例会は８日から16日まで開かれ、令和３年度財政健全化判断比率、資金不足比率の報

告、令和４年度一般会計補正予算をはじめ報告2件、議案8件を原案のとおり承認・可決した。

また、総務常任委員会に付託された令和３年度一般会計・各特別会計の歳入歳出決算は全会一

致で認定された。また、15日の一般質問には、４人が立ち執行部をただした。

地方税収が不足するた
め標準的な行政運営に
支障をきたす自治体に
対して、一定の基準で
国から交付される税金。

一　般　会　計

国民健康保険事業勘定

直営診療施設勘定

介護保険事業

簡易水道事業

生活環境施設整備

後期高齢者医療

　　合　　計

会　計　名 歳　入

特

別

会

計

81億9,451

7億7,102

1億5,503

7億3,342

5億3,500

8億1,722

1億　421

105億7,494

歳　出

79億9,048

7億4,639

1億5,503

7億3,230

5億3,500

8億1,722

1億　319

103億4,413

差引額

2億　403

2,463

0

112

0

0

102

2億3,081

会計別の決算額 単位：万円（端数切捨て）



令和４年11月１日発行津野町議会だより（３）

財
政
健
全
化
判
断
比
率

基
準
値
を
下
回
り
﹁
健
全
﹂

　
令
和
３
年
度
決
算
に
お
け
る

財
政
健
全
化
判
断
及
び
公
営
企

業
の
経
営
健
全
化
判
断
は
、
い

ず
れ
も
国
の
定
め
た
健
全
化
基

準
を
大
き
く
下
回
っ
て
お
り
、

赤
字
や
資
金
不
足
は
生
じ
て
い

な
い
。

●
実
質
赤
字
比
率

　
普
通
会
計
の
標
準
財
政
規
模
に

　
対
す
る
赤
字
の
割
合

●
連
結
実
質
赤
字
比
率

　
町
の
全
て
の
会
計
の
標
準
財
政

　
規
模
に
対
す
る
赤
字
の
割
合

●
実
質
公
債
費
比
率

　
町
の
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る

　
借
金
返
済
額
の
割
合

●
将
来
負
担
比
率

　
町
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る

　
将
来
支
払
う
負
債
の
比
率

簡 易 水 道 事 業

生活環境施設整備

会　計　名 資金不足

比　　率

不足なし

不足なし

20.0％

20.0％

健全化

基　準

財政健全化判断

経営健全化判断

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

健全化判断

比　　　率
指　　　標

赤字なし

赤字なし

  △7.2％

負担なし

15.0％

20.0％

25.0％

350.0％

早期健全化

基　　　準

農林水産業費
4億1,176万円
（5.2％）

労働費
0円

（0％）

歳出総額
（目的別）

79億
9,048万円

総務費
16億1,024万円
（20.2％）

民生費
10億8,627万円
（13.6％）

教育費
7億2,776万円
（9.1％）

公債費
16億4,926万円
（20.6％）

土木費
7億1,479万円
（8.9％）

消防費
2億6,486万円
（3.3％）

衛生費
5億3,797万円
（6.7％）

災害復旧費
7,968万円
（1.0％）

商工費
8億5,669万円
（10.7％）

農林水産業を振興す
るための経費。

消
防
施
設
等
の
整
備

に
要
す
る
経
費
。

災害復旧に要する経費。

社会福祉や児童
福祉、老人福祉
などの経費。

役場庁舎や町営住宅の
維持管理、交通安全対
策、選挙などに要する
経費。

町道の改良、維持
管理や県道の改良
事業負担金に要す
る経費。

学校教育をはじ
め、社会教育、
体育行事の運営
に要する経費。

町債（借入金）の返
済に充てる経費。

一般会計歳出　　79億9,048万円

議会費
5,117万円
（0.6％）

議会活動に要する経費。

予防接種や検診な
どの保健衛生やご
み収集などの経費。

商工業の振興や観
光事業に要する経
費。

令
和
３
年
度
決
算
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こ
こ
に
注
目
‼

コミュニティバス　路線と時刻表改正

・令和４年１０月１日実施。

・新時刻表は各戸へ配布。

・利用の少ない路線をデマンド運行に

　変更。

・９月１日現在の４回目接種者は２,０２０人（６０歳以上の接種者は１,８９３人）

・６０歳以上と基礎疾患がある人は１０月に４回目が接種が完了する。

・オミクロン株対応の新型ワクチンは今後の入荷次第調整。

新型コロナワクチン接種状況

「つのバス時刻表」より
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行

政

報

告

・町有林８１１ｈａは町直営の４名体制で管理していたが、２名減となった。

・作業の安全性など職員の適正管理のために委託を検討。

桂地区から葉山方面遠望

町有林直営から委託を検討

・生産者が減少傾向。直販農家の育成。

・農家の出荷手数料を１２月末まで軽減。

・加工品出荷者へ事業継続の支援を検討。

ふるさとセンターの直販生産者支援

各地区には「ふるさとセンター」の出荷場
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議 
案 
一 
覧

令和４年　第4回　臨時議会 令和４年７月28日

令和４年　第5回　定例議会 令和４年9月8日～9月16日

報告

第8

号

報告

第9

号

令和３年度財政健全化判断比率の報告

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」第３条第１項の規定により、令和３年

度決算に係る財政健全化判断比率を、監査委員の意見を付けて議会に報告するもの。

令和３年度資金不足比率の報告

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」第２２条第１項の規定により、令和３

年度公営企業会計決算に係る資金不足比率を、監査委員の意見を付けて議会に報告す

るもの。

津野町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

　地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正に伴い、育児休業の取得回数制限

の緩和・非常勤職員の子の出生後８週間以内の育児休業の取得要件の緩和など必要な

改正。

令和４年度津野町一般会計補正予算（第４号）

　歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１億５ ,３１０万円を増額し、 歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ６４億７,８４０万円とする。

令和４年度津野町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

　歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ事業勘定２７１万８千円を減額し、直営

診療施設勘定２４２万９千円を増額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ事業

勘定７億４,８５９万円、直営診療施設勘定１億６,０９５万４千円とする。

令和４年度津野町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

　歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ４８２万１千円を増額し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ７億７,９４５万円とする。

津野町過疎地域持続的発展計画の変更

　「過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法」第８条第１０項において準用す

る同条第１項の規定により津野町過疎地域持続的発展計画を変更するもの。

可
決

議案

第3
3

号

可
決

議案

第3
4号

可
決

議案

第3
5号

可
決

議案

第3
6

号

可
決

議案

第3
7

号
専決処分の承認（令和４年度津野町一般会計補正予算（第２号））

　歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ８０万円を増額し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ６２億３,６８０万円とする。 

令和４年度津野町一般会計補正予算（第３号）

　歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ８，８５０万円を増額し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ６３億２,５３０万円とする。

承
認

承認

第1
0

号

可
決

議案

第3
2

号
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議 

案 
一 
覧

　認定第１号～第６号の令和３年度決算は、９月９日に実施された総務・産業建設常任委員会
による決算連合審査会において、会計ごとに丁寧な審査を行った。

高知県広域食肉センター事務組合規約の一部変更

　令和５年４月から高知県食肉センター株式会社が主体となる新食肉センターでの

と畜事業の開始に伴い、現運営を行っている高知県広域食肉センター事務組合の地方

自治法上の解散手続きを行うため、高知県広域食肉センター事務組合規約の一部を変

更するもの。 
津野町道の路線の認定

　道路法の規定に基づき町道の１路線を認定するもの。

令和３年度第 14-1号町道郷内川向線道路改良工事請負契約の締

結    

契約の方法：指名競争入札

契約金額：４,９３９万円

契約の相手方：有限会社　創研

令和３年度津野町一般会計歳入歳出決算の認定

　歳入８１億９,４５１万１,０２３円、歳出７９億９,０４８万１,０４０円となった

令和３年度一般会計歳入歳出決算の認定を求めるもの。 

令和３年度津野町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定

　歳入９億２,６０６万６,１４２円、歳出９億１４２万９,６８９円となった

令和３年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定を求めるもの。      
      

令和３年度津野町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定

　歳入歳出それぞれ５億３ ,５００万９ ,０３２円となった令和３年度簡易水道事業

特別会計歳入歳出決算の認定を求めるもの。 

令和３年度津野町生活環境施設整備特別会計歳入歳出決算の認定

　歳入歳出それぞれ８,１７２万２,１１０円となった令和３年度生活環境施設整備特

別会計歳入歳出決算の認定を求めるもの。

令和３年度津野町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定

　歳入７億３,３４２万１,０８６円、歳出７億３,２３０万１,１４６円となった令和

３年度介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定を求めるもの。 

令和３年度津野町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

　歳入１億４２１万５ ,２８２円、歳出１億３１９万８５３円となった令和３年度後

期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定を求めるもの。   

認
定

認定

第１
号

認
定

認定

第２
号

認
定

認定

第３
号

認
定

認定

第４
号

認
定

認定

第５
号

認
定

認定

第６
号

令和３年度　決算認定

可
決

議案

第3
8

号

可
決

議案

第3
9

号

可
決

議案

第4
0

号
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一

般

質

問

問問

耕
作
放
棄
地
の
課
題
や
対
応
は

答答

農
地
の
散
在
・
狭
小
で
苦
慮

問問 休耕地の貸借で違法契約が！

答答 利用権設定を土地所有者に周知
田中　一孝

田
中

　

耕
作
し
て
い
な
い
土
地
の
貸

借
で
問
題
事
例
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
件
は
農
業
委
員
会
を
通

さ
ず
、
本
来
は
違
法
契
約
だ
。

　

借
り
手
は
土
地
所
有
者
が
知

ら
な
い
こ
と
に
付
け
込
ん
だ
契

約
を
県
内
３
町
で
結
ん
で
い
る
。

借
り
る
際
に
は
シ
ョ
ウ
ガ
栽
培

を
す
る
と
し
な
が
ら
、
同
時
に

レ
モ
ン
を
植
え
自
然
農
法
と
称

し
草
刈
り
も
し
な
い
。

　

所
有
者
が
返
却
を
求
め
た
場

合
、
損
害
賠
償
を
求
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。

　

本
事
案
の
よ
う
な
不
当
な
契

約
が
な
い
よ
う
取
り
組
み
を
。

福
井
産
業
課
長

　
農
地
利
用
を
逆
手
に
取
っ
た

案
件
が
今
後
な
い
よ
う
に
広
報

等
で
も
周
知
を
図
る
。

池
田
町
長

　
農
業
委
員
会
を
通
さ
ず
に
貸

し
借
り
す
る
、
不
当
な
民
民
契

約
に
行
政
は
入
り
づ
ら
い
。

　
農
地
の
賃
貸
借
は
﹁
農
業
経

営
基
盤
強
化
促
進
法
﹂
に
よ
る

利
用
権
設
定
が
必
要
で
あ
る
。

　
そ
こ
に
は
農
業
委
員
会
も
関

係
し
て
い
る
。

田
中

　

耕
作
放
棄
地
は
増
加
の
一
途

で
あ
る
。
農
業
委
員
会
だ
け
で

は
対
応
し
き
れ
な
い
と
考
え
る

が
、
農
業
委
員
会
の
役
割
と
は

何
か
。

　

本
町
に
は
二
つ
Ｊ
Ａ
が
あ
る
。

行
政
と
Ｊ
Ａ
間
で
農
業
者
へ
の

取
り
組
み
や
視
点
を
共
有
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　

耕
作
放
棄
地
問
題
に
つ
い
て

も
取
り
組
み
を
提
案
で
き
な
い

か
。

福
井
産
業
課
長

　
農
業
委
員
会
は
耕
作
放
棄
地

を
防
ぐ
た
め
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
い
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
、

担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積

や
集
約
化
を
進
め
て
い
る
。

　
行
政
は
農
業
委
員
会
と
と
も

に
土
地
所
有
者
に
制
度
の
周
知

を
図
る
こ
と
が
重
要
だ
。

　
今
後
、
農
地
の
賃
貸
で
ト
ラ

ブ
ル
や
問
題
が
な
い
よ
う
に

様
々
な
機
会
を
通
じ
て
周
知
を

図
る
。

池
田
町
長

　
Ｊ
Ａ
土
佐
く
ろ
し
お
等
は
毎

年
役
員
と
意
見
交
換
し
な
が
ら

改
善
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

　
ま
た
Ｊ
Ａ
高
知
県
は
広
域
組

織
に
な
っ
た
が
、
両
Ｊ
Ａ
と
行

政
が
協
議
し
な
が
ら
生
産
者
の

た
め
の
施
策
を
探
っ
て
い
く
。

自
然
農
法
で
栽
培
す
る
レ
モ
ン
畑

農
地
を
一
年
放
置
す
れ
ば
、

こ
の
状
況
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一 
般 
質 
問

問問

農
業
委
員
会
の
活
動
状
況
は

答答

関
係
団
体
と
連
携
し
活
発
化

問問 高齢化で減少

答答 津野茶の生産を維持したい

田
中
　

　
本
町
の
主
産
業
で
あ
る
茶
業

就
業
者
が
、
高
齢
化
に
よ
り
急

速
に
減
り
生
産
量
も
減
少
。
今

後
の
課
題
は
さ
ま
ざ
ま
あ
る
と

考
え
る
。

　
農
業
従
事
者
、
Ｊ
Ａ
、
行
政
な

ど
関
係
組
織
で
本
町
の
将
来
に

つ
い
て
総
合
的
に
考
え
て
い
く

時
期
で
は
な
い
か
。

池
田
町
長

　
過
疎
・
高
齢
化
で
農
業
離
れ

が
進
ん
で
い
る
。
農
業
セ
ン
サ

ス
で
の
本
町
の
総
農
家
数
は

・
２
０
１
５
年
　
８
１
７
戸

・
２
０
２
０
年
　
６
９
７
戸

５
年
で
１
２
０
戸
減
少
し
た
。

　
本
町
の
茶
産
業
は
高
齢
化
で

非
常
に
厳
し
い
状
況
だ
。
桂
地

区
の
茶
畑
は
文
化
的
景
観
だ
が
、

維
持
管
理
に
苦
慮
。
茶
生
産
組

合
や
Ｊ
Ａ
と
の
協
議
に
よ
り
茶

畑
の
面
積
を
維
持
し
て
い
き
た

い
。

　
ま
た
、
今
後
も
農
業
者
へ
の

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

田
中

　
農
業
委
員
会
が
組
織
改
編
さ

れ
農
業
委
員
７
名
、
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
︵
以
下
、
推
進
委

員
︶
７
名
体
制
と
な
り
数
年
経
過

し
た
。

　
総
会
で
の
承
認
案
件
や
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
以
外
で
新
た
に
農

業
振
興
や
課
題
に
つ
い
て
取
り

組
み
が
で
き
な
い
か
。

　
県
内
外
で
は
遊
休
農
地
の
防

止
・
解
消
の
活
動
や
新
規
就
農

者
担
い
手
を
増
や
す
活
動
等
で

成
果
が
あ
が
っ
て
い
る
。

　
中
山
間
地
域
で
も
活
発
な
活

動
を
し
て
い
る
が
、
本
町
で
も
活

動
の
再
点
検
を
し
て
取
り
組
む

べ
き
で
は
な
い
か
。

福
井
産
業
課
長

　
平
成
29

年
６
月
か
ら
農
業
委

員
と
推
進
委
員
を
７
地
区
に
分

け
、
活
動
は
各
２
名
で
行
っ
て
い

る
。

　
主
な
活
動
は
農
地
法
に
基
づ

く
権
利
移
動
等
の
許
可
で
あ
っ

た
が
、
組
織
改
正
に
よ
り
今
ま
で

の
活
動
に
加
え
、
担
い
手
へ
の
農

地
利
用
の
集
積
や
集
約
化
、
遊
休

農
地
の
防
止
・
解
消
、
新
規
参
入

の
促
進
等
が
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
。

　
活
動
上
の
成
果
や
課
題
が
解

決
で
き
て
い
な
い
。
今
後
、
農
業

委
員
会
を
活
発
化
さ
せ
る
よ
う

検
討
し
進
め
て
い
く
。

下
桂
地
区
の
集
落
と
茶
畑

力石のＪＡ茶工場

お茶生産の推移

60

101,765

22,810 

40,391,576

40

70,668

15,470

28,619,663

45

65,707 

14,840 

25,238,235

81

92,350 

20,938 

38,833,641

55

114,255

25,589 

45,858,624

平成 29 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度平成 30 年度

生産農家（戸） 

生葉収量（kg）

荒茶生産量（kg）

売上金額（円）
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一

般

質

問

問問 検査キットの配布を

答答 クオール薬局で検査

問問 マイナンバーカードの普及は

答答 地域に出向き普及に努める

中山　昭英

中
山

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
が

身
近
に
迫
り
、
町
民
の
不
安
が

高
ま
っ
て
い
る
。

　

感
染
が
気
に
な
る
と
き
、
す

ぐ
に
検
査
が
で
き
る
よ
う
抗
原

検
査
キ
ッ
ト
を
各
家
庭
に
配
布

し
て
拡
大
防
止
に
努
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

片
岡
健
康
福
祉
課
長

　
症
状
が
あ
る
場
合
は
か
か
り

つ
け
医
に
電
話
予
約
し
て
受
診

と
な
る
。
症
状
が
な
い
場
合
は

無
料
検
査
の
登
録
事
業
者
で
の

検
査
が
可
能
で
、
町
内
に
は
ク

オ
ー
ル
薬
局
が
あ
り
検
査
キ
ッ

ト
も
購
入
で
き
る
。

　
家
庭
で
の
検
査
は
、
幼
児
は

で
き
な
い
し
高
齢
者
も
使
用
方

法
が
わ
か
り
づ
ら
い
こ
と
か
ら

考
え
て
い
な
い
。

中
山

　

総
務
省
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
率
に
応
じ
て
交

付
税
額
の
算
定
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

　

交
付
税
に
依
存
す
る
津
野
町

に
と
っ
て
は
危
機
的
状
況
と
な

る
た
め
、
地
域
応
援
商
品
券
を

活
用
し
て
普
及
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
申
請
や
国
か
ら
の
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
受
け
取
り
方

法
が
良
く
分
か
ら
な
い
こ
と
か

ら
申
請
し
な
い
方
が
多
い
。

　

普
及
促
進
員
を
雇
用
す
る
な

ど
戸
別
訪
問
し
て
取
り
組
む
べ

き
で
は
な
い
か
。

戸
田
町
民
課
長

　
普
及
効
率
を
上
げ
る
た
め
に

臨
時
職
員
２
名
を
配
置
し
、
も

う
１
名
を
募
集
中
で
あ
る
。
７

月
か
ら
は
本
庁
で
曜
日
設
定
の

上
、
時
間
外
受
付
を
実
施
。
８

月
か
ら
は
事
業
所
を
訪
ね
て
の

受
付
や
９
月
に
は
船
戸
地
区
で

受
付
イ
ベ
ン
ト
も
計
画
し
て
い

る
。

　
各
地
域
に
出
向
き
普
及
活
動

に
努
め
る
。

どうしたらポイントをもらえるの？
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一

般

質

問

問問

若
者
定
住
の
宅
地
構
想
は

答答

民
間
力
と
空
き
家
の
利
用
で

問問 脱炭素社会の構築は

答答 動ける環境づくりを

中
山

　
土
地
と
家
の
新
築
に
は
２
千

万
円
を
超
え
る
資
金
が
必
要
と

な
り
、
若
者
に
は
厳
し
い
選
択

で
定
住
へ
の
課
題
で
あ
る
。

　
先
進
地
で
は
子
ど
も
一
人
100

万
円
と
い
っ
た
支
援
や
他
の
施

策
と
併
せ
て
成
果
を
あ
げ
て
い

る
が
、
若
者
定
住
の
た
め
の
宅

地
構
想
を
聞
く
。

池
田
町
長

　
若
者
定
住
に
は
住
ま
い
の
確

保
が
第
一
と
考
え
て
お
り
、
若

者
用
の
町
営
ア
パ
ー
ト
や
宅
地

分
譲
を
し
て
き
た
。

　
今
後
は
民
間
力
と
空
き
家
利

用
、
そ
し
て
今
年
か
ら
招
致
し

た
地
域
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

動
き
も
出
て
お
り
、
Ｕ
タ
ー
ン
、

孫
タ
ー
ン
に
も
取
り
組
む
。

岡
﨑
副
町
長

　
若
者
へ
の
支
援
は
、
定
住
へ

の
各
種
奨
励
金
、
医
療
費
の
無

償
化
、
出
産
祝
い
金
、
通
学
支

援
等
、
子
育
て
環
境
の
充
実
を

図
っ
て
お
り
、
現
状
の
支
援
制

度
で
続
け
る
。

中
山

　
脱
炭
素
社
会
へ
国
主
導
で
取

り
組
ん
で
お
り
、
個
人
ま
で
幅

広
く
内
容
が
浸
透
し
て
い
る
。

　
視
察
研
修
し
た
町
で
の
取
り

組
み
は
、
人
口
減
少
の
歯
止
め
、

若
年
層
の
移
住
に
よ
る
高
齢
化

率
上
昇
の
抑
制
な
ど
大
き
な
成

果
を
あ
げ
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

取
り
組
み
を
含
め
て
担
当
を
配

置
し
て
進
め
る
べ
き
で
は
。

　
公
用
車
の
電
気
化
や
急
速
充

電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
は
す
ぐ

に
取
り
組
め
る
が
整
備
す
る
意

志
は
な
い
か
。

池
田
町
長

　
津
野
町
も
総
合
戦
略
に
基
づ

い
て
事
業
導
入
し
て
お
り
、
内

容
は
脱
炭
素
社
会
へ
の
取
り
組

み
と
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
い
る
。

　
町
民
生
活
の
中
で
の
気
付
き

を
行
動
に
移
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
思
う
。
そ
う
し
た
動
き

を
促
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

思
っ
て
い
る
。

　
町
民
が
、
気
づ
き
の
中
で
動

け
る
よ
う
な
環
境
を
作
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

大
坂
総
務
課
長

　
国
や
県
も
電
動
車
へ
切
り
替

え
て
い
く
方
針
を
示
し
て
お
り
、

費
用
対
効
果
、
補
助
要
件
を
検

証
し
て
取
り
組
み
た
い
。

町
有
地
の
ひ
と
つ

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
脱
炭
素
の

実
現
を



令和４年11月１日発行 津野町議会だより （12）

一

般

質

問

問問 どうする？再生可能エネルギー

答答 機会あるごとに検討していく

川
上

　

こ
れ
ま
で
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
、

地
中
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
検

討
し
て
き
た
が
い
ず
れ
も
実
現

に
至
っ
て
い
な
い
。

　

こ
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
認

識
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
本

町
の
強
み
や
特
色
を
生
か
し
た

津
野
町
ら
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

す
べ
き
で
は
。

問問

省
エ
ネ
家
電
の
購
入
支
援
を

答答

他
に
や
る
べ
き
こ
と
が

川上　智子

川
上

　

家
電
の
省
エ
ネ
は
、
家
庭
部

門
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
最

も
効
果
的
な
政
策
で
あ
る
。
省

エ
ネ
家
電
に
支
援
を
行
っ
て
い

る
自
治
体
も
あ
る
。
本
町
で
も

取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

池
田
町
長

　
省
エ
ネ
家
電
は
節
電
効
果
も

含
め
、
地
球
温
暖
化
防
止
、
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
の
面
で
非
常
に

効
果
的
で
は
あ
る
が
、
そ
の
支
援

の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
慎
重
で

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
国
の
支
援
と
し
て
、
省
エ
ネ
住

宅
へ
の
補
助
制
度
や
電
気
自
動

車
の
購
入
支
援
制
度
が
あ
る
。

県
の
環
境
パ
ス
ポ
ー
ト
の
よ
う

な
形
で
の
事
業
導
入
に
つ
い
て

知
恵
を
絞
る
等
、
行
政
と
し
て
や

る
べ
き
こ
と
が
あ
る
。

池
田
町
長

　
様
々
な
方
面
か
ら
情
報
を
仕

入
れ
事
業
導
入
に
向
け
動
い
て

き
た
が
断
念
し
た
経
緯
が
あ
る
。

　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に

向
け
て
国
が
展
開
す
る
新
た
な

事
業
を
情
報
収
集
し
、
再
挑
戦

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

　
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
里

楽
の
改
修
計
画
の
時
期
が
近
づ

い
て
お
り
、
プ
ー
ル
ゾ
ー
ン
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
探
っ
て
み
た
が
、
大
変
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
。
導
入
の
可
能
性

に
つ
い
て
の
再
検
討
が
必
要
。

里楽のプールゾーン
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一

般

質

問

ち
ょ
っ
と
ひ
と
言

　
台
風
14
号
の
接
近
す
る
中
不

要
不
急
の
外
出
は
自
粛
す
る
よ

う
に
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
ど
う

し
て
も
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
会
が
あ
り
南
国
市
の
方
へ

出
か
け
て
い
た
。

　
夕
方
、
家
か
ら
﹁
雨
、
風
が
強
く

な
っ
た
の
で
早
く
帰
宅
す
る
よ

う
に
﹂
と
電
話
。
高
知
市
、
須
崎

市
、
津
野
町
に
入
っ
て
も
そ
れ
ほ

ど
の
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
﹁
大

袈
裟
な
﹂
と
思
い
つ
つ
車
を
走
ら

せ
て
い
る
と
、
布
施
ヶ
坂
を
登
り

始
め
る
辺
り
か
ら
視
界
は
一
変
。

国
道
に
は
倒
木
、
消
火
栓
ボ
ッ
ク

ス
は
倒
れ
、
色
々
な
物
が
飛
ば
さ

れ
て
い
た
。

　
そ
の
晩
、
夜
中
か
ら
停
電
。
い

つ
も
の
よ
う
に
す
ぐ
復
旧
す
る

だ
ろ
う
と
楽
観
視
し
て
い
た
が

復
旧
し
た
の
は
翌
日
の
21
時
頃

に
な
っ
た
。
久
し
ぶ
り
の
長
時
間

の
停
電
に
、
私
た
ち
は
、
い
か
に

電
気
に
頼
っ
て
生
活
し
て
い
た

の
か
改
め
て
気
付
か
さ
れ
た
。
こ

ん
な
不
便
な
生
活
が
何
日
か
続

く
と
想
像
し
た
だ
け
で
も
ゾ
ッ

と
し
た
。
ま
た
、
こ
ん
な
時
に
限

っ
て
携
帯
電
話
も
タ
ブ
レ
ッ
ト

も
充
電
し
て
い
な
か
っ
た
り
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
停
電
時
、
タ
ン
ク
レ
ス
の
ト
イ

レ
は
水
が
流
れ
ず
使
用
で
き
な

い
。
ガ
ス
コ
ン
ロ
は
使
え
た
が
、

ガ
ス
炊
飯
器
、
ガ
ス
風
呂
も
電
気

が
止
ま
る
と
使
え
な
く
な
る
。
唯

一
ラ
ジ
オ
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
。

そ
こ
か
ら
流
れ
る
様
々
な
解
除

情
報
、
だ
が
我
が
家
の
電
気
は
一

向
に
復
旧
し
な
い
。
高
齢
者
や
幼

い
子
ど
も
達
の
い
る
家
庭
は
大

変
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
い

を
馳
せ
る
と
同
時
に
人
間
と
は

勝
手
な
も
の
で
最
初
の
不
安
は
、

だ
ん
だ
ん
と
復
旧
し
な
い
事
へ

の
苛
立
ち
へ
と
変
わ
る
。

突
然
明
る
く
な
っ
た
時
に
は
、
何

だ
か
感
動
し
た
。
今
思
え
ば
１
日

も
経
っ
て
な
い
の
に
ね
。

　
私
に
と
っ
て
こ
の
度
の
停
電

は
、
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
考

え
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。
12
月

に
は
防
災
士
養
成
研
修
講
座
を

申
し
込
ん
で
い
る
の
で
し
っ
か

り
学
ん
で
こ
よ
う
。

　
　
　
　
︵
文
責
　
川
上
智
子
︶

問問 ゼロカーボンシティ宣言を

答答 もう少し、まとめてから

川
上

　

世
界
的
に
進
行
し
て
い
る
気

候
変
動
を
食
い
止
め
る
べ
く

国
・
県
、
近
隣
の
自
治
体
に
お

い
て
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
脱
炭
素
社
会
の
実

現
に
向
け
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
を
宣
言
し
て
い
る
。

　

本
町
も
豊
か
で
美
し
い
自
然
、

四
季
の
恵
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
環
境
を
将
来
の
世
代
に
わ
た

り
、
つ
な
い
で
い
く
た
め
に
も

こ
の
よ
う
な
宣
言
に
よ
り
危
機

感
を
町
民
と
共
有
し
行
動
に
移

す
べ
き
で
は
。

池
田
町
長

　
県
内
で
11
の
自
治
体
が
す
で

に
宣
言
を
行
っ
て
い
る
。
町
と
し

て
も
し
っ
か
り
対
応
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

に
向
け
、
事
前
に
情
報
を
収
集
し

今
後
の
あ
り
方
を
確
認
し
た
上

で
、
宣
言
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。町内に設置されている太陽光発電設備
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一

般

質

問

問問

移
住
・
定
住
の
取
り
組
み
状
況
は

答答

総
務
省
の
制
度
を
活
用
し
て

問問 シルバー人材センターは

答答 ２０２４年４月の開設

石川　寿朗

石
川

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
、
人
材
不
足
は
深
刻
な
課
題

で
あ
る
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設

立
に
関
し
て
の
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
は
、
賛
成
が
50

・
３
％
。

反
対
が
２
・
５
％
で
あ
り
要
望

が
多
い
。
設
立
に
向
け
て
の
体
制
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
問
う
。

石
川

　

町
長
公
約
の
、
Ｕ
タ
ー
ン
、
孫

タ
ー
ン
と
移
住
・
定
住
の
推
進

に
つ
い
て
、
現
在
の
取
り
組
み

状
況
及
び
内
容
は
。

　

移
住
サ
ポ
ー
タ
ー
の
設
置
地

区
数
と
活
動
状
況
は
。

　

移
住
相
談
員
へ
の
相
談
件
数

と
そ
の
成
果
は
。

西
森
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
移
住
・
定
住
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
総
務
省
の
地
域
力
創
造

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を
活
用
し

て
町
の
魅
力
を
発
信
し
、
認
知

度
の
向
上
と
津
野
町
フ
ァ
ン
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
創
設
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
３
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
で
、

県
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
移
住
サ

ポ
ー
タ
ー
33

人
が
移
住
支
援
を

し
て
お
り
、
効
果
は
大
き
い
と

考
え
て
い
る
。

　
町
の
移
住
相
談
員
は
、
７
年

程
前
か
ら
１
人
を
配
置
し
て
、

移
住
や
空
き
家
の
相
談
に
対
応

し
て
い
る
。
昨
年
度
ま
で
の
相

談
件
数
は
422
件
。
移
住
者
は
127

組
231
人
で
あ
る
。
本
年
度
は
８

月
ま
で
に
７
組
15
人
が
移
住
し

て
い
る
。

シルバー人材センターの会報

移住相談

西
森
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
調
査
や
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
、
本
町
単
独
で
の
実
施
は
難

し
い
と
判
断
し
、
既
存
の
須
崎

市
・
中
土
佐
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
加
入
し
、
２
０
２
４

年
４
月
の
開
設
を
目
指
す
。
そ
の

間
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成

や
会
員
の
募
集
、
業
務
内
容
な
ど

の
準
備
を
進
め
る
。
事
務
所
は
総

合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
里
楽
の

一
室
を
検
討
し
て
い
る
。
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視

察

報

告

☆
訓
子
府
町
・
視
察
☆

　

８
月
３
日
は
、
訓
子
府
町
庁

舎
で
議
会
の
ネ
ッ
ト
配
信
に
つ

い
て
研
修
。
同
町
は
昨
年
６
月

議
会
か
ら
ネ
ッ
ト
配
信
を
開
始

し
て
お
り
、
町
民
へ
の
議
会
の

見
え
る
化
を
実
施
し
て
い
る
。

　

研
修
は
議
場
で
、
担
当
議
員

か
ら
の
説
明
を
受
け
た
。
調
査

と
準
備
期
間
３
年
で
Ｙ
ｏ
ｕ
・

Ｔ
ｕ
ｂ
e
配
信
を
ス
タ
ー
ト
し

☆
上
士
幌
町
・
視
察
☆

　

８
月
４
日
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
先
進

地
の
上
士
幌
町
の
視
察
を
行
っ

た
。
同
町
は
平
成
25
年
、
地
方

創
生
﹁
ふ
る
さ
と
納
税
﹂
制
度

ス
タ
ー
ト
の
年
に
２
億
４
３
５

０
万
円
の
寄
付
金
を
得
た
。
北

海
道
ト
ッ
プ
の
実
績
を
あ
げ
地

方
活
性
化
を
実
行
。
昨
年
度
は

17
億
６
３
３
７
万
円
と
高
実
績

が
続
い
て
い
る
。

　

ま

た
、
現

在
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

最

も
先
進
的
な
取
り
組
み
を
実
行

す
る
自
治
体
と
し
て
全
国
か
ら

の
視
察
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

　

昨
年
﹁
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向

け
優
れ
た
自
治
体
﹂
と
し
て
国

の
﹁
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未

来

都

市
﹂
に

選
定
さ
れ
モ
デ
ル
事
業
も
取
り

て
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
﹁
い
つ
で
も
﹂
﹁
ど
こ
で

も
﹂
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

実
施
後
１
年
余
り
に
な
る
が
、

議
員
も
執
行
部
も
議
会
の
状
況

が
映
像
で
流
れ
る
た
め
双
方
に

緊
張
感
が
生
ま
れ
勉
強
に
な
っ

て
い
る
と
言
う
。

　

議
場
の
研
修
後
は
庁
舎
内
や

公
民
館
、
認
定
子
ど
も
園
等
、

福
祉
や
教
育
の
取
り
組
み
の
視

察
・
研
修
を
お
こ
な
っ
た
。

　

訓
子
府
町
を
含
む
北
見
地
方

は
玉
ね
ぎ
生
産
が
日
本
一
で
約

150
戸
の
農
家
が
栽
培
し
て
い
る
。

　

今
年
、
６
月
・
７
月
に
豪
雨

と
降
雹
被
害
が
発
生
。
農
業
用

施
設
、
道
路
、
河
川
、
水
路
等

へ
の
大
規
模
な
災
害
復
旧
事
業

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

組
ん
で
い
る
と
い
う
。

　

北
海
道
庁
出
向
職
員
と
﹁
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
課
﹂
職
員
を

先
頭
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展

開
し
て
い
る
。
平
成
25
年
か
ら

の
第
Ⅰ
期
地
方
創
生
で
は

一
、
子
育
て
・
教
育
・
文
化　

二
、
移
住
・
定
住
・
交
流　

三
、
医
療
・
福
祉
・
安
心

を
中
心
に
取
り
組
ん
で
人
口
の

Ｖ
字
回
復
を
実
現
。

　

第
Ⅱ
期
で
は
、
持
続
可
能
な

町
づ
く
り
に
向
け
五
つ
の
柱
を

中
心
に
経
済
・
社
会
・
環
境
面

に
お
い
て
各
方
面
で
多
彩
な
事

業
を
推
進
し
て
い
る
。

　

国
の
脱
炭
素
先
行
地
域
指
定

も
受
け
﹁
上
士
幌
町
の
未
来
を

創
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
﹂
の
推
進
が
行

わ
れ
て
い
る
。

　

今
後
は
﹁
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
上

士
幌
の
実
現
と
ス
マ
ー
ト
タ
ウ

ン
構
想
の
構
築
﹂
や
﹁
再
生
・

省
エ
ネ
に
資
す
る
取
り
組
み
﹂

を
計
画
的
に
実
施
す
る
と
い
う
。

＊ＳＤＧｓ（エスディージーズ）とは

・Sustainable（サスティナブル）持続可能な

・Development（ディベロップメント）開発

・Goals（ゴールズ）目標

　の略で、「誰一人取り残さない」持続可能でよ

り良い社会の実現をめざす世界共通の目標となっ

ています。

研
修
の
様
子

訓子府町議会議員の皆さん

SDGｓロゴマーク

上士幌町の本庁舎

議
会
視
察
報
告
　
８
月
３
日
か
ら
２
日
間

姉
妹
町
の
訓
子
府
町
と
上
士
幌
町
を
視
察
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委
員
会
報
告

町
有
地
を
遊
ば
せ
て
お
く
の
は
も
っ
た
い
な
い

　
　
　
公
有
財
産
有
効
利
活
用
調
査
特
別
委
員
会
報
告

手
に
と
っ
て
も
ら
え
る
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て

　
　
　
　
　
議
会
だ
よ
り
発
行
調
査
特
別
委
員
会
報
告

　
公
有
財
産
有
効
利
活
用
調
査
特

別
委
員
会
は
７
月
26
日
に
町
有
地

の
う
ち
６
ヵ
所
を
調
査
。
取
得
経

緯
・
現
在
の
利
用
状
況
・
今
後
の

活
用
方
法
等
に
つ
い
て
担
当
課
よ

り
説
明
を
受
け
た
。

　
船
戸
の
公
有
地
は
特
に
広
大
な

面
積
を
有
し
、
様
々
な
利
活
用
の

可
能
性
が
あ
る
。

　
議
会
だ
よ
り
発
行
調
査
特
別

委
員
会
は
９
月
21
日
に
、
砂
防

会
館
︵
東
京
都
︶
に
て
開
催
さ

れ
た
令
和
４
年
度
町
村
議
会
広

報
研
修
会
に
参
加
し
た
。

　
本
委
員
会
は
住
民
と
の
双
方

向
性
の
紙
面
づ
く
り
に
よ
り
新

た
な
読
者
を
増
や
し
た
い
思
い

で
﹁
読
者
ク
イ
ズ
﹂
や
﹁
ま
ち

の
匠
人
﹂
な
ど
に
取
り
組
ん
で

き
た
。

　
住
民
参
加
の
紙
面
づ
く
り
と

い
う
点
で
は
方
向
性
が
間
違
っ

て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
つ
つ
、

優
秀
議
会
広
報
を
参
考
に
し
な

が
ら
の
研
修
で
は
、
特
集
記
事

や
見
出
し
、
写
真
等
で
の
読
者

を
ひ
き
つ
け
る
様
々
な
工
夫
を

学
ん
だ
。

　
引
き
続
き
、
委
員
会
で
協
議

し
な
が
ら
多
く
の
住
民
の
皆
さ

ま
に
手
に
取
っ
て
も
ら
え
、
皆

さ
ま
の
声
が
反
映
で
き
る
紙
面

づ
く
り
を
目
指
す
。

　
過
去
に
誘
致
に
向
け
た
動
き
が

あ
っ
た
矯
正
施
設
に
関
し
て
は
、

現
在
国
内
受
刑
者
数
が
年
々
減
少

し
閉
鎖
施
設
も
増
え
て
い
る
た
め
、

誘
致
の
可
能
性
は
絶
た
れ
た
。

　
防
衛
省
を
は
じ
め
農
林
水
産
省

等
へ
の
要
望
活
動
や
国
内
現
地
調

査
活
動
等
、
今
後
も
引
き
続
き
調

査
研
究
を
実
施
す
る
。

‼

　
皆
さ
ま
の
ご
意
見
・
ご
感
想

な
ど
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

研
修
会
の
様
子

船戸の公有地

みどりの広場（駄馬）
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読
者
ク
イ
ズ

編

集

後

記

　
議
会
だ
よ
り
編
集
に
関
わ
る

よ
う
に
な
っ
て
一
年
余
り
。
毎
号
、

編
集
会
議
で
は
読
み
や
す
く
分

か
り
や
す
く
と
、
工
夫
・
議
論

を
重
ね
ま
す
。
構
成
・
見
出
し
・

文
章
・
写
真
な
ど
検
討
を
尽
く

し
ま
す
が
、
自
宅
に
議
会
だ
よ

り
が
届
く
と
き
、
皆
さ
ん
に
読

ん
で
も
ら
え
る
か
本
当
に
心
配

に
な
り
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
の
研
修
で
は
、

先
ず
手
に
取
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
大
事
と
教
わ
り
ま
す
。
今
回
は
、

三
人
目
の
﹃
ま
ち
の
匠
人
﹄
に

ご
登
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
議

会
だ
よ
り
を
よ
り
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
町
内
の

皆
さ
ん
に
力
を
貸
し
て
い
た
だ

く
企
画
で
す
。
自
薦
・
他
薦
に

関
わ
ら
ず
、
今
後
も
多
く
の
み

な
さ
ん
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
が
、
作
り
手
の

自
己
満
足
に
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
を
一
番
恐
れ
て
い
ま
す
。
ご

感
想
、
ア
ド
バ
イ
ス
、
ご
意
見

や
お
叱
り
の
声
を
ど
ん
ど
ん
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
︵
文
責
　
竹
村
博
仁
︶

１．農業委員会は耕作○○○①を防ぐため農地パトロールを行っている

２．クオール薬局で購入もできる抗原検査○○②

３．里楽プールゾーンの○○③○可能エネルギー導入の可能性についての再検討が必要

４．移住・定住の推進のため、総務省の地域力創造④○○○○○制度を活用している

５．SDGｓとはサスティナブル、ディベロップ⑤○○、ゴールズの略である

　官製はがきに、住所、氏名、年齢、電話番号、クイズの答え(5文字)、感想など一言を

ご記入のうえ、11月末までに議会事務局までご応募下さい。正解者の中から抽選で５名

にプレゼントをお送りいたします。なお、当選者は次号にて発表いたします。どしどし

ご応募下さい。残念ながら今回当選されなかった方も、またチャレンジしてね！

答えは

今月号の中

にあるよ

議員出張懇談会 承ります

　10 人程度の団体やグループで、議員との懇談の

希望があれば、議員が町内どこでも出張し、懇談会

を開催いたします。　

　ご希望がある方は、お気軽に下記までお問い合わ

せ下さい。

　　　　　　　　　　　記

津野町議会事務局　TEL　55-2038  FAX  55-2038

                  　　　E-mai l  g ika i@town.koch i -tsuno . lg . jp

希望があれば、議員が町内どこでも出張し、懇談会

　ご希望がある方は、お気軽に下記までお問い合わ

E-mai l  g ika i@town.koch i -tsuno . lg . jp




